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年
譜一

九
七
四
年　

四
月
一
日　
　
　

東
京
大
学　

文
学
部　

国
史
学
科
（
至
、
一
九
八
〇
年
三
月
三
一
日
）

一
九
八
〇
年　

四
月
一
日　
　
　

両
国
予
備
校　

非
常
勤
講
師
（
至
、
一
九
八
二
年
三
月
三
一
日
）

一
九
八
一
年　

四
月
一
日　
　
　

東
京
大
学
大
学
院　

人
文
科
学
研
究
科
（
至
、
一
九
八
三
年
三
月
三
一
日
）

一
九
八
四
年　

四
月
一
日　
　
　

東
京
大
学　

史
料
編
纂
所
中
世
史
料
部　

助
手
（
至
、
一
九
八
六
年
三
月
三
一
日
）

一
九
八
六
年　

四
月
一
日　
　
　

青
山
学
院
大
学　

文
学
部　

史
学
科　

専
任
講
師
（
至
、
一
九
九
〇
年
三
月
三
一
日
）

一
九
八
九
年　

四
月
一
日　
　
　

中
央
大
学　

文
学
部　

非
常
勤
講
師
（
至
、
一
九
九
四
年
三
月
三
一
日
）

一
九
九
〇
年　

四
月
一
日　
　
　

青
山
学
院
大
学　

文
学
部　

史
学
科　

助
教
授
（
至
、
一
九
九
八
年
三
月
三
一
日
）

一
九
九
六
年　

四
月　
　
　
　
　

横
浜
市
お
伊
勢
山
・
権
現
山
周
辺
文
化
調
査
団

一
九
九
八
年　

四
月　
　
　
　
　

青
山
学
院
大
学　

文
学
部　

史
学
科　

教
授

一
九
九
九
年　

四
月
一
日　
　
　

明
治
大
学　

文
学
部　

非
常
勤
講
師
（
至
、
二
〇
〇
二
年
三
月
三
一
日
）

二
〇
〇
二
年　

四
月　
　
　
　
　

鎌
倉
市
緑
政
審
議
会
委
員　

委
員

二
〇
〇
四
年　

四
月
一
日　
　
　

立
正
大
学　

大
学
院
文
学
研
究
科　

非
常
勤
講
師
（
至
、
二
〇
〇
六
年
三
月
三
一
日
）

二
〇
〇
四
年　

四
月
一
日　
　
　

成
蹊
大
学　

文
学
部　

非
常
勤
講
師
（
至
、
二
〇
〇
七
年
三
月
三
一
日
）

二
〇
〇
四
年　

一
〇
月　
　
　
　

相
模
原
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　

委
員

二
〇
〇
六
年　

四
月
一
日　
　
　

日
本
女
子
大
学　

人
間
社
会
学
部　

非
常
勤
講
師
（
至
、
二
〇
〇
九
年
三
月
三
一
日
）

二
〇
一
一
年　

四
月
一
日　
　
　

日
本
の
道
の
歴
史　

体
系
化
事
業　

中
世
分
科
会　

委
員
（
至
、
二
〇
一
三
年
二
月
）

二
〇
二
二
年　

三
月
三
一
日　
　

青
山
学
院
大
学
定
年
退
職
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業
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［
凡　

例
］

　
　

一
、
単
著
、
編
著
・
共
著
・
共
編
著
、
論
文
、
学
会
発
表
・
講
演
、
そ
の
他
の
五
項
に
分
類
し
、
年
代
順
に
掲
載
し
た
。

　
　

一
、�
目
録
に
掲
載
し
た
論
文
等
の
う
ち
、
増
補
・
訂
正
・
改
稿
等
を
経
て
、
単
著
『
中
世
的
思
惟
と
そ
の
社
会
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

＊
の
略
号
を
付
し
、
改
題
さ
れ
て
い
る
も
の
は
括
弧
内
に
そ
の
題
を
記
し
た
。

　
　

一
、
前
項
で
挙
げ
た
単
著
以
外
に
再
録
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
別
途
注
記
し
た
。

　
　

一
、
辞
典
・
事
典
類
の
執
筆
項
目
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

　
　

一
、
作
成
に
あ
た
っ
て
は
可
能
な
限
り
原
本
と
の
照
合
を
お
こ
な
っ
た
が
、
照
合
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

【
単　
著
】

『
中
世
的
思
惟
と
そ
の
社
会
』
吉
川
弘
文
館�

一
九
九
七
年　

五
月

『
中
世
の
み
ち
と
都
市
』（
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
二
五
）
山
川
出
版
社�

二
〇
〇
五
年　

九
月

【
編
著
・
共
著
・
共
編
著
】

『
説
話
絵
巻　

庶
民
の
世
界
（
復
元
の
日
本
史
）』（
共
著
）
毎
日
新
聞
社	

一
九
九
一
年　

四
月

『
絵
巻
に
中
世
を
読
む
』（
五
味
文
彦
と
共
編
）
吉
川
弘
文
館　
（
分
担
）「
絵
画
史
料
研
究
を
め
ぐ
っ
て
―
問
題
提
起
に
か
え
て
―
」�

一
九
九
五
年
一
二
月

『
中
世
の
み
ち
と
物
流
』（
村
井
章
介
と
共
編
）
山
川
出
版
社　
（
分
担
）「
中
世
の
交
流
と
物
流
―
問
題
提
起
に
か
え
て
―
」�

一
九
九
九
年
一
一
月

『
中
世
の
み
ち
を
探
る
』（
編
著
）
高
志
書
院　
（
分
担
）「
は
じ
め
に
」、「
中
世
の
み
ち
探
訪
」�

二
〇
〇
四
年　

六
月

『
中
世
の
み
ち
と
橋
』（
編
著
）
高
志
書
院　
（
分
担
）「『
中
世
の
み
ち
と
橋
』
刊
行
に
あ
た
っ
て
」�

二
〇
〇
五
年　

六
月

『
中
世
の
宿
と
町
』（
飯
村
均
と
共
編
）
高
志
書
院　
（
分
担
）「
中
世
の
都
市
と
み
ち
を
め
ぐ
っ
て
」�

二
〇
〇
七
年　

六
月

『
中
世
人
の
軌
跡
を
歩
く
』（
編
著
）
高
志
書
院　
（
分
担
）「『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
の
世
界
」�

二
〇
一
四
年　

二
月
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【
論　
文
】

「
消
え
ゆ
く
中
世
の
常
陸
―
真
壁
郡(

庄)

長
岡
郷
故
地
を
歩
く
―
」（
榎
原
雅
治
・
服
部
英
雄
・
山
田
邦
明
と
共
同
執
筆
）『
茨
城
県
史
研
究
』
四
一
号�

一
九
七
九
年　

三
月

　
　
［
再
録
］
清
水
亮
編
著
『
常
陸
真
壁
氏
』（
シ
リ
ー
ズ
・
中
世
関
東
武
士
の
研
究 

第
一
九
巻
）
戎
光
祥
出
版
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

「
鎌
倉
幕
府
の
庭
中
」
＊　
『
史
学
雑
誌
』
九
二
編
一
二
号�

一
九
八
三
年
一
二
月

　
　
［
再
録
］
大
石
直
正
・
柳
原
敏
昭
編
『
中
世
社
会
の
成
立
』（
展
望
日
本
歴
史　

九
）
東
京
堂
出
版
（
二
〇
〇
一
年
五
月
）

「
随
想　

樹
の
上
」
＊
（「
中
世
の
樹
の
上
で
」）　
『
遙
か
な
る
中
世
』
六
号�

一
九
八
五
年　

三
月

「
公
家
庭
中
の
成
立
と
奉
行
―
中
世
公
家
訴
訟
制
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
―
」
＊
『
史
学
雑
誌
』
九
四
編
一
一
号�

一
九
八
五
年
一
一
月

「
中
世
前
期
の
病
者
と
救
済
―
非
人
に
関
す
る
一
試
論
―
」
＊
『
列
島
の
文
化
史
』
三　

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部�

一
九
八
六
年　

二
月

「
訴
状
与
訴
状
者
背
武
家
之
法
候
―
庭
中
ノ
ー
ト
―
」
＊　
『
史
友
』
二
〇
号�

一
九
八
六
年　

三
月

「
買
え
な
か
っ
た
一
通
の
文
書
か
ら
―
花
押
が
語
る
足
利
直
冬
―
」
＊
（「
花
押
が
語
る
足
利
直
冬
」）『
遙
か
な
る
中
世
』
七
号�

一
九
八
六
年
一
二
月

「
中
世
の
食
器
・
考
―
〈
か
わ
ら
け
〉
ノ
ー
ト
―
」
＊
（「
中
世
の
食
器
―<

か
わ
ら
け>

ノ
ー
ト
―
」）『
列
島
の
文
化
史
』
五　

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部

�

一
九
八
八
年　

五
月

　
　
［
再
録
］『
台
所
・
食
器
・
食
卓
』（
全
集　

日
本
の
食
文
化　

第
九
巻
）
雄
山
閣
出
版
（
一
九
九
七
年
七
月
）

「
法
螺
を
吹
く
」
＊
（「
法
螺
を
ふ
く
―
若
干
の
展
望
に
か
え
て
―
」）
網
野
善
彦
ほ
か
編
『
こ
と
ば
の
文
化
史
［
中
世　

三
］』
平
凡
社�

一
九
八
九
年　

四
月

「
絵
画
史
料
と〈
職
人
〉―
絵
巻
物
に
描
か
れ
た
土
器
造
り
―
」
＊　

石
井
進
編
『
中
世
を
ひ
ろ
げ
る
―
新
し
い
史
料
論
を
も
と
め
て
―
』
吉
川
弘
文
館�

一
九
九
一
年
一
一
月

「
中
世
芸
能
の
歴
史
的
位
置
―
田
楽
を
中
心
に
―
」
網
野
善
彦
編
『
中
世
を
考
え
る　

職
人
と
芸
能
』
吉
川
弘
文
館�

一
九
九
四
年
一
二
月

「
絵
画
史
料
論
の
試
み
―
烏
帽
子
の
中
を
覗
く
―
」
網
野
善
彦
・
石
井
進
・
谷
口
一
夫
編
『
中
世
資
料
論
の
現
在
と
課
題
』
名
著
出
版�

一
九
九
五
年　

六
月

「
あ
る
芸
能
の
系
譜
と
そ
の
空
間
―
東
湖
八
坂
神
社
祭
―
」
五
味
文
彦
編
『
中
世
の
空
間
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館�

一
九
九
五
年　

七
月

「
伊
豆
韮
山
円
成
寺
遺
跡
と
中
世
東
国
史
を
め
ぐ
っ
て
」『
月
刊
歴
史
手
帖
』
二
三
―
九�

一
九
九
五
年　

九
月

「
絵
画
史
料
論
」
朝
尾
直
弘
ほ
か
編
『
岩
波
講
座　

日
本
通
史　

別
巻
三
』
岩
波
書
店�

一
九
九
五
年
一
二
月

「
忘
れ
ら
れ
た
橋
」『
季
刊　

文
学
』
七
巻
二
号�

一
九
九
六
年　

四
月

「
穢
忌
避
観
念
の
発
達
と
身
分
制
」『
日
本
の
古
代
を
ひ
ら
く
』（『
情
況
』
別
冊
）
情
況
出
版�

一
九
九
六
年　

五
月
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「
大
楯
遺
跡
と
中
世
出
羽
国
」『
月
刊
歴
史
手
帖
』
二
四
―
一
〇�

一
九
九
六
年
一
〇
月

「
都
市
の
〈
職
人
〉
と
文
学
」
久
保
田
淳
ほ
か
編
『
岩
波
講
座　

日
本
文
学
史　

巻
六
』
岩
波
書
店�

一
九
九
六
年
一
一
月

「
鎌
倉
幕
府
と
中
世
松
島
寺
」『
月
刊
歴
史
手
帖
』
二
五
―
一�

一
九
九
七
年　

一
月

「
中
世
人
の
宇
宙
観
・
か
わ
ら
け
」『
大
航
海
』
一
四�

一
九
九
七
年　

二
月

「
絵
巻
の
中
の
橋
」『
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
研
究
報
告
』
第
八
集�

一
九
九
七
年　

六
月

「
中
世
の
芸
能
」
黒
田
日
出
男
編
集
協
力
『
も
の
が
た
り
日
本
列
島
に
生
き
た
人
た
ち　

五　

絵
画
』
岩
波
書
店�

二
〇
〇
〇
年
一
一
月

「
絵
画
史
料
に
あ
ら
わ
れ
た
道
路
と
景
観
」『
古
代
交
通
研
究
』
一
〇
号�

二
〇
〇
一
年　

二
月

「
や
ぐ
ら
と
六
浦
」『
中
世
の
六
浦
を
歩
く
―
朝
比
奈
切
通
か
ら
称
名
寺
へ
―
』
横
浜
市
教
育
委
員
会�

二
〇
〇
一
年　

三
月

「
館
・
集
落
の
景
観
」
東
北
中
世
考
古
学
会
編
『
掘
立
と
竪
穴
』（
東
北
中
世
考
古
学
叢
書　

二
）
高
志
書
院�

二
〇
〇
一
年
一
一
月

「
中
世
人
の
生
活
と
信
仰
」
近
藤
成
一
編
『
モ
ン
ゴ
ル
の
襲
来
』（
日
本
の
時
代
史　

九
）
吉
川
弘
文
館�

二
〇
〇
三
年　

二
月

「
中
世
の
市
庭
」
網
野
善
彦
ほ
か
編
『
荘
園
の
構
造
』（
講
座
日
本
荘
園
史　

三
）
吉
川
弘
文
館�

二
〇
〇
三
年　

五
月

「
中
世
都
市
と
交
通
体
系
」
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
日
本
史
講
座　

四　

中
世
社
会
の
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会�

二
〇
〇
四
年　

九
月

「
絵
画
資
料
再
論
」
小
野
正
敏
ほ
か
編
『
モ
ノ
と
コ
コ
ロ
の
資
料
学
』（
考
古
学
と
中
世
史
研
究　

二
）
高
志
書
院�

二
〇
〇
五
年　

四
月

「
中
世
の
出
羽
―
陸
・
海
・
川
の
交
通
を
め
ぐ
っ
て
―
」
東
北
中
世
考
古
学
会
編
『
海
と
城
の
中
世
』（
東
北
中
世
考
古
学
叢
書　

四
）
高
志
書
院�

二
〇
〇
五
年
一
〇
月

「
都
市
を
区
切
る
こ
と
―
問
題
提
起
に
か
え
て
―
」
中
世
都
市
研
究
会
編
『
都
市
を
区
切
る
』（
中
世
都
市
研
究　

一
五
）
山
川
出
版
社�

二
〇
一
〇
年　

九
月

「
庭
中
・
寄
沙
汰
」
土
方
洋
一
・
渡
辺
節
夫
編
『
国
家
と
言
語
―
前
近
代
の
東
ア
ジ
ア
と
西
欧
―
』
弘
文
堂�

二
〇
一
一
年　

三
月

「
中
世
の
那
須
野
を
歩
く
―
中
世
の
み
ち
現
地
調
査
報
告
―
」（
鈴
木
沙
織
・
田
中
信
司
・
増
田
翔
太
と
共
同
執
筆
）『
青
山
史
学
』
三
〇
号�

二
〇
一
二
年　

三
月

「
中
世
の
交
通
路
」『「
道
」
の
文
化
史
―
街
道
が
育
ん
だ
豊
か
な
歴
史
―
』（
地
域
再
発
見
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
③
）
公
益
社
団
法
人　

中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

�

二
〇
一
三
年
一
二
月

【
学
会
発
表
・
講
演
】

「
中
世
前
期
の
病
者
と
救
済
」　

第
八
一
回
史
学
会
大
会
日
本
史
部
会　

口
頭
報
告�

一
九
八
三
年
一
一
月
一
三
日
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「
絵
画
資
料
論
の
試
み
―
烏
帽
子
の
中
を
覗
く
―
」
考
古
学
と
中
世
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
資
料
論
の
現
在
と
課
題
」�

一
九
九
三
年　

七
月　

三
日

「
問
題
提
起
」
史
学
会
例
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
絵
巻
に
中
世
を
読
む
」�

一
九
九
四
年　

七
月　

九
日

「
問
題
提
起
」
中
世
み
ち
の
研
究
会　

第
一
回
研
究
集
会
「
発
掘
さ
れ
た
中
世
古
道　

Part1

」�

一
九
九
八
年　

四
月
一
八
日

「
問
題
提
起
」
史
学
会
例
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
道
・
宿
・
湊
―
中
世
の
交
流
と
物
流
―
」�

一
九
九
八
年　

九
月
二
六
日

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

六
浦
・
金
沢
の
歴
史
を
考
え
る　

Part2

」（
峰
岸
純
夫
と
討
論
司
会
）�

一
九
九
八
年
一
二
月
一
九
日

「
問
題
提
起
」
中
世
み
ち
の
研
究
会　

第
二
回
研
究
集
会
「
発
掘
さ
れ
た
中
世
古
道　

Part2

」�

一
九
九
九
年　

五
月
二
九
日

「
問
題
提
起
」、「
中
世
の
み
ち
探
訪
」
中
世
み
ち
の
研
究
会　

第
三
回
研
究
集
会
「
発
掘
さ
れ
た
中
世
古
道　

Part3

」�

二
〇
〇
〇
年　

六
月　

三
日

「
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
〇
〇　
「
日
本
」
と
異
邦
」（
渡
辺
節
夫
と
討
論
司
会
）�

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
一
日

「
中
世
の
み
ち
と
橋
を
め
ぐ
っ
て
―
問
題
提
起
に
か
え
て
―
」
中
世
み
ち
の
研
究
会　

第
四
回
研
究
集
会
「
中
世
の
み
ち
と
橋
を
探
る
」�

二
〇
〇
一
年　

六
月
一
六
日

「
荒
井
猫
田
遺
跡
を
考
え
る
―
中
世
的
都
市
世
界
―
」
第
七
回
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
成
果
展
記
念
講
演
会
（
郡
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）�

二
〇
〇
一
年　

七
月
二
九
日

「
問
題
提
起
」
中
世
み
ち
の
研
究
会　

第
六
回
研
究
集
会
「
中
世
後
期
へ
」�

二
〇
〇
三
年　

六
月　

七
日

「
中
世
の
出
羽
―
秋
田
県
域
を
中
心
に
―
」（
講
演
）

「
海
と
城
の
中
世
―
小
鹿
嶋
、
脇
本
城
―
」（
討
論
、
飯
村
均
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
　

東
北
中
世
考
古
学
会
第
九
回
大
会
（
秋
田
大
会
）「
中
世
出
羽
の
諸
様
相
―
寺
院
・
生
産
・
集
落
城
館
―
」�

二
〇
〇
三
年　

九
月
二
七
日

「
平
泉
と
中
世
社
会
」「
平
成
一
六
年
度
公
開
講
座
・
遺
跡
報
告
会
」（
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）�

二
〇
〇
四
年　

一
月
二
二
日

「
絵
画
資
料
論
」
考
古
学
と
中
世
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
資
料
論
の
新
段
階
―
モ
ノ
と
コ
コ
ロ
の
資
料
学
―
」�

二
〇
〇
四
年　

七
月　

三
日

「
中
世
の
開
幕
」　

第
一
回
ち
ば
興
銀
コ
ス
モ
ス
セ
ミ
ナ
ー　

公
開
講
座　

ち
ば
県
の
歴
史
「
海
か
ら
見
た　

ち
ば
県
の
歴
史
―
東
京
湾
を
通
し
た
視
点
」

�

二
〇
〇
四
年
一
〇
月　

三
日

「
東
国
の
道
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
」
第
一
六
回
平
安
京
・
京
都
研
究
集
会
「
都
の
東
と
西
―
中
世
・
近
世
洛
外
の
交
通
―
」�

二
〇
〇
六
年　

七
月
二
三
日

「
中
世
の
都
市
と
み
ち
を
め
ぐ
っ
て
」（
基
調
講
演
）、「
討
論　

荒
井
猫
田
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て
」（
飯
村
均
と
司
会
）

　
　
「
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム　

中
世
の
都
市
と
み
ち
―
荒
井
猫
田
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て
―
」�

二
〇
〇
六
年　

七
月
二
九
日

「
中
世
に
お
け
る
あ
そ
び
」　

日
本
体
育
学
会
第
五
七
回
大
会　

組
織
委
員
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
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「
あ
そ
び
と
ス
ポ
ー
ツ
：
過
去
の
歴
史
か
ら
『
日
本
人
と
ス
ポ
ー
ツ
』
の
未
来
を
展
望
す
る
」�

二
〇
〇
六
年　

八
月
一
九
日

「
中
世
の
み
ち
を
め
ぐ
っ
て
」（
基
調
講
演
）
第
二
一
回
北
陸
中
世
考
古
学
研
究
会
「
北
陸
中
世
の
み
ち
」�

二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
三
日

「
問
題
提
起
」　

中
世
都
市
研
究
会
第
一
五
回
研
究
集
会
「
都
市
を
区
切
る
」�

二
〇
〇
九
年　

九
月　

五
日

「
中
世
の
道
を
巡
っ
て
―
頼
朝
が
奧
州
征
伐
に
向
か
っ
た
道
を
吾
妻
鏡
か
ら
考
え
る
―
」
六
人
会　

講
演
会
「
六
人
衆
の
道
案
内
シ
リ
ー
ズ　

一
三
」

�

二
〇
〇
九
年　

九
月
一
二
日

「
中
世
の
み
ち
と
都
市
」
埼
玉
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物
館　

歴
史
講
座　

第
三
六
回
「
中
世
の
道　

鎌
倉
街
道
」�

二
〇
一
一
年　

七
月
二
二
日

「
後
三
年
合
戦
絵
詞
の
世
界
」（
講
演
）
平
成
二
三
年
度
後
三
年
合
戦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
横
手
市
）「
日
本
史
に
お
け
る
後
三
年
合
戦
の
意
義
」�

二
〇
一
一
年
一
二
月　

四
日

「
か
わ
ら
け
の
歴
史
的
意
義
」（
基
調
講
演
）「
安
倍
氏
の
器
検
討
会
―
鳥
海
柵
出
土
遺
物
を
中
心
に
―
」（
金
ヶ
崎
町
）�

二
〇
一
二
年　

一
月
二
八
日

「
後
三
年
合
戦
の
位
置
づ
け
」（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

　
　
「
平
成
二
六
年
度　

後
三
年
合
戦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
日
本
史
に
お
け
る
後
三
年
合
戦
の
位
置
づ
け
〜
」（
横
手
市
）�

二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
九
日

【
そ
の
他
（
書
評
・
史
料
紹
介
・
解
説
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
）】

「
常
陸
国
真
壁
郡
「
竹
来
郷
」
調
査
記
」（
松
本
卓
三
・
山
田
邦
明
・
片
山
純
子
・
松
尾
慶
三
と
共
同
執
筆
）『
遙
か
な
る
中
世
』
三
号�

一
九
七
九
年　

七
月

「
新
村
拓
著
『
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
古
代
―
中
世
の
民
衆
生
活
と
医
療
』」（
新
刊
紹
介
）『
史
学
雑
誌
』
九
四
編
七
号�

一
九
八
五
年　

七
月

「
中
世
を
遍
歴
し
た
人
び
と
」（
解
説
）　
『
太
陽
』
二
九
一
（
弁
慶
伝
説
を
訪
ね
る
）�

一
九
八
六
年　

五
月

「
足
利
直
冬
の
花
押
」
＊　
『
青
山
史
学
』
一
〇
号�

一
九
八
八
年　

三
月

「
河
野
勝
行
著
『
障
害
者
の
中
世
』」（
新
刊
紹
介
）　
『
史
学
雑
誌
』
九
七
編
六
号�

一
九
八
八
年　

六
月

「
中
野
豈
任
著
『
祝
儀
・
吉
書
・
呪
符
―
―
中
世
村
落
の
祈
り
と
呪
術
―
―
』（
中
世
史
研
究
選
書
）『
忘
れ
ら
れ
た
霊
場
―
―
中
世
心
性
史
の
試
み
―
―
』

　
　
（
平
凡
社
選
書
一
二
三
）」（
書
評
）『
史
学
雑
誌
』
九
九
編
二
号�

一
九
九
〇
年　

二
月

「
新
村
拓
著
『
死
と
病
と
看
護
の
社
会
史
』」（
新
刊
紹
介
）　
『
史
学
雑
誌
』
九
九
編
三
号�

一
九
九
〇
年　

三
月

「
一
九
八
九
年
の
日
本
歴
史
学
界
―
回
顧
と
展
望
―
日
本
（
中
世
）
七
」（
分
担
）『
史
学
雑
誌
』
九
九
編
五
号�

一
九
九
〇
年　

五
月

「
あ
り
ん
こ
と
ご
く
つ
ぶ
し
―
日
本
中
世
史
の
視
点
か
ら
―
」『
青
山
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
』
一
八
巻
二
号�

一
九
九
〇
年
一
二
月
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［
再
録
］『
午
夢
抄
』（
二
〇
一
四
年
三
月
）

「
中
世
の
〈
芸
能
〉
と
〈
民
衆
運
動
〉」（
科
研
・
分
担
）『
世
界
諸
地
域
の
「
近
代
化
」
に
よ
る
都
市
の
変
容
と
民
衆
運
動
』（
代
表
：
加
茂
雄
三
）�

一
九
九
一
年
～
九
二
年
度

「
書
評
と
紹
介　

三
浦
圭
一
『
日
本
中
世
賤
民
史
の
研
究
』」（
書
評
）　
『
日
本
歴
史
』
五
二
六
号�

一
九
九
二
年　

三
月

「
絵
画
の
中
の
女
性
と
職
人
」
瀬
田
勝
哉
責
任
編
集
『
見
る
・
読
む
・
わ
か
る　

日
本
の
歴
史
二　

中
世
』
朝
日
新
聞
社�

一
九
九
三
年　

二
月

「
七
十
一
番
職
人
歌
合
職
種
一
覧
」（
岩
崎
佳
枝
・
網
野
善
彦
・
高
橋
喜
一
・
塩
村
耕
と
共
同
で
解
説
）

　
　

 『
七
十
一
番
職
人
歌
合
・
新
撰
狂
歌
集
・
古
今
夷
曲
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

六
一
）
岩
波
書
店�

一
九
九
三
年　

三
月

「
骨
折
り
損
？
」『
史
学
会
報
』（
青
山
学
院
大
学
史
学
会
）
第
一
号�

一
九
九
三
年
一
二
月

「
史
料
紹
介　
『
新
猿
楽
記
』」（
史
料
紹
介
）『
歴
史
と
地
理
』
四
六
六
号�

一
九
九
四
年　

六
月

「
一
九
九
四
年
の
歴
史
学
界
―
回
顧
と
展
望
―
―
日
本
（
中
世
）
八
」（
分
担
）『
史
学
雑
誌
』
一
〇
四
編
五
号�

一
九
九
五
年　

五
月

「〈
粗
末
〉
な
橋
」『
本
郷
』
六�

一
九
九
六
年　

四
月

「
特
集
に
あ
た
っ
て
」（
日
本
史
特
集　

本
学
に
お
け
る
日
本
史
研
究
の
現
在
）『
史
友
』
二
八
号�

一
九
九
六
年　

七
月

「
お
伊
勢
山
・
権
現
山
と
交
通
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」
金
沢
八
景
御
伊
勢
山
・
権
現
山
周
辺
文
化
財
調
査
団
編

　
　
『
平
成
八
年
度
金
沢
八
景
御
伊
勢
山
・
権
現
山
周
辺
文
化
財
調
査
報
告
書
』�

一
九
九
七
年　

三
月

「
特
集
に
当
た
っ
て
」（
特
集
・
紀
伊
国
阿
弖
河
荘
故
地
を
訪
ね
て
）『
史
友
』
三
〇
号
記
念
号�

一
九
九
八
年　

三
月

「
要
望
書
」（
荒
井
猫
田
遺
跡
の
調
査
）（
網
野
善
彦
ほ
か
と
連
名
）�

一
九
九
八
年　

四
月

　
　
［
再
録
］『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

荒
井
猫
田
遺
跡
と
中
世
の
郡
山
』
荒
井
猫
田
遺
跡
を
考
え
る
会
（
一
九
九
九
年
四
月
）

　
　
　
　
　

  『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

中
世
の
都
市
と
み
ち
―
荒
井
猫
田
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て
―
』
荒
井
猫
田
遺
跡
を
考
え
る
会
ほ
か
（
二
〇
〇
六
年
七
月
）

「
鎌
倉
街
道
―
す
べ
て
の
道
は
鎌
倉
へ
―
」
石
井
進
編
『
も
の
の
ふ
の
都　

鎌
倉
と
北
条
氏
』（
別
冊
歴
史
読
本
三
〇　

二
四
巻
三
〇
号
）�

一
九
九
八
年　

九
月

「〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉「
道
・
宿
・
湊
―
中
世
の
交
流
と
物
流
―
」
問
題
提
起
」（
問
題
提
起
）『
史
学
雑
誌
』
一
〇
七
編
一
一
号�

一
九
九
八
年
一
一
月

「
賢
問
愚
問
―
田
楽
に
つ
い
て
―
」『
歴
史
と
地
理
』
五
二
七
号�

一
九
九
九
年　

九
月

「
特
集
に
あ
た
っ
て
」（「
特
集
・
続　

紀
伊
国
阿
弖
河
荘
故
地
を
訪
ね
て
」）『
史
友
』
三
二
号�

二
〇
〇
〇
年　

三
月

「
高
桑
・
山
口
、
伊
藤
両
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
」『
都
市
の
求
心
力
―
城
・
館
・
寺
―
』（
中
世
都
市
研
究　

七
）
新
人
物
往
来
社�

二
〇
〇
〇
年　

九
月
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「
討
論
」（「
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
〇
〇
「
日
本
」
と
異
邦
」）『
史
友
』
三
三
号�

二
〇
〇
一
年　

三
月

「
保
立
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
」『
都
市
と
職
能
民
』（
中
世
都
市
研
究　

八
）
新
人
物
往
来
社�

二
〇
〇
一
年　

九
月

「
お
願
い
」　

石
井
進
先
生
を
偲
ぶ
会
編
『
で
あ
い
の
風
景
』
新
人
物
往
来
社	

二
〇
〇
二
年　

三
月

「
奥
大
道
―
姿
を
現
し
だ
し
た
中
世
の
み
ち
―
」『
白
い
国
の
詩
』
五
五
八
号　

東
北
電
力
株
式
会
社
地
域
交
流
部�

二
〇
〇
三
年　

二
月

「
一
遍
聖
絵
と
中
世
史
研
究
」（
概
略
報
告
）『
研
究
発
表
と
座
談
会　

一
遍
聖
絵
の
諸
相
』（
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
報
告
書　

第
三
十
冊
）

�

二
〇
〇
三
年　

三
月

「
津
・
港
・
渡
し
の
景
観
―
中
世
の
海
上
・
水
上
交
易
―
」『
地
名
を
歩
く
』（
別
冊
歴
史
読
本
八
一　

二
九
巻
一
三
号
）�

二
〇
〇
四
年　

三
月

「
鋭
い
眼
光
と
無
邪
気
さ
」（
追
悼　

網
野
善
彦
）（
追
悼
文
）『
月
刊
百
科
』
四
九
九　

平
凡
社�

二
〇
〇
四
年　

五
月

　
　
［
再
録
］
赤
坂
憲
雄
編
『
追
悼
記
録　

網
野
善
彦
』
洋
泉
社
（
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）

「『
信
西
古
楽
図
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
コ
ラ
ム
）
小
野
正
敏
ほ
か
編
『
中
世
の
系
譜
』（
考
古
学
と
中
世
史
研
究　

一
）
高
志
書
院�

二
〇
〇
四
年　

七
月

「
追
悼　

沼
田
哲
先
生
」（
追
悼
文
）『
史
友
』
三
七
号�

二
〇
〇
五
年　

三
月

「
解
説
」（
高
田
陽
介
と
共
同
執
筆
）『
中
世
都
市
を
語
る
』（
石
井
進
著
作
集　

九
）
岩
波
書
店�

二
〇
〇
五
年　

五
月

「
中
世
に
お
け
る
あ
そ
び
」（
発
表
要
旨
）『
日
本
体
育
学
会
予
稿
集
』
五
七�

二
〇
〇
六
年　

八
月

「
後
三
年
合
戦
と
か
わ
ら
け
」『
清
原
の
か
わ
ら
け
』
横
手
市
教
育
委
員
会�

二
〇
〇
六
年
十
一
月

「
藤
原
良
章
コ
メ
ン
ト
」（
コ
メ
ン
ト
）
青
山
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
編
『
海
を
渡
る
文
学
―
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
物
語
・
詩
・
絵
画
・
芸
能
―
』
新
典
社

�

二
〇
〇
七
年　

八
月

「
特
集
に
あ
た
っ
て
」（
特
集　

日
本
史
研
究
の
現
在
）『
青
山
史
学
』
二
六
号�

二
〇
〇
八
年　

三
月

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
記
」（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
再
考　

上
行
寺
東
遺
跡
と
中
世
の
六
浦
」）『
神
奈
川
地
域
史
研
究
』
二
六�

二
〇
〇
八
年
一
二
月

「
解
説
―
沈
黙
す
る
資
料
た
ち
」（
解
説
）
網
野
善
彦
・
石
井
進
・
福
田
豊
彦
『
沈
黙
の
中
世
』（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
平
凡
社	

�

二
〇
一
一
年　

四
月

「
後
三
年
合
戦
絵
詞
の
世
界
」『
平
成
二
三
年
度　

後
三
年
合
戦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
日
本
史
に
お
け
る
後
三
年
合
戦
の
意
義
〜
』（
資
料
集
）
横
手
市
教
育
委
員
会

�

二
〇
一
一
年　
　
　

「
解
説
―
職
人
歌
合
の
可
能
性
」（
解
説
）
網
野
善
彦
『
職
人
歌
合
』（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
平
凡
社�

二
〇
一
二
年　

五
月



藤
原
良
章
教
授　

年
譜
と
業
績

(11 )

「
中
世
の
大
道
―
歴
史
の
舞
台
」（
特
別
寄
稿　

日
本
の
道
と
国
土
の
形
成
【
中
世
編
】）『
人
と
国
土
21
』
第
四
〇
巻
六
号�

二
〇
一
五
年　

三
月

【
科
学
研
究
費
補
助
金
他
】

一
般
研
究
（
Ｂ
）「
世
界
諸
地
域
の
「
近
代
化
」
に
よ
る
都
市
の
変
容
と
民
衆
運
動
」（
分
担
、
代
表
：
加
茂
雄
三
）�

一
九
九
一
～
九
二
年
度

基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
吾
妻
鏡
と
中
世
都
市
鎌
倉
の
多
角
的
研
究
」（
分
担
、
代
表
：
五
味
文
彦
）�

二
〇
〇
三
～
〇
五
年
度

基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
歴
史
史
料
と
中
世
都
市
の
情
報
学
的
研
究
」（
分
担
、
代
表
：
本
郷
和
人
）�

二
〇
〇
六
～
〇
九
年
度

基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
日
本
に
お
け
る
漁
業
・
漁
民
・
漁
村
の
総
合
的
研
究
」（
連
携
、
代
表
：
岩
田
み
ゆ
き
）�

二
〇
〇
六
～
一
〇
年
度

福
島
県
い
わ
き
市 

い
わ
き
セ
ミ
ナ
ー
ラ
ン
ド
推
進
事
業
「
菊
田
庄
の
中
世
的
景
観
復
元
の
試
み
」（
代
表
）�

二
〇
〇
〇
年
度

財
団
法
人
高
速
道
路
交
流
推
進
財
団
「「
日
本
の
道
の
歴
史
」
体
系
化
事
業
」（
中
世
分
科
会
代
表
）�

二
〇
〇
八
～
一
二
年
度


